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令和７年４月期〔週報第１５～１７週（４／７～４／２７）〕 

 

１ 全数把握（速報値） 

１～５類感染症は，２１件（前月：１０件）だった。 

１類：なし 

２類：結核＝７件（肺結核６件，無症状病原体保有者１件） 

３類：なし  

４類：なし 

５類：後天性免疫不全症候群（ＨＩＶ感染症を含む）＝１件（２９歳男性，無症状病原体保有者，性

的接触 同性間） 

侵襲性髄膜炎菌感染症＝１件（３２歳男性，発熱、全身倦怠感、嘔吐、意識障害、髄膜炎、多

臓器不全） 

侵襲性肺炎球菌感染症＝１件（７２歳男性，発熱、咳、肺炎、菌血症） 

梅毒＝３件 

（３７歳女性，早期顕症梅毒(Ⅰ期)，HIV 感染症合併の有無(不明)，性交，異性間，性風俗産

業の従事歴（直近６か月以内）不明，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）不明） 

（３６歳男性，無症状病原体保有者，HIV 感染症合併の有無(不明)，性交，異性間，性風俗産

業の従事歴（直近６か月以内）不明，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）有） 

（４５歳男性，早期顕症梅毒(Ⅱ期)，HIV 感染症合併の有無(不明)，性交，異性間，性風俗産

業の従事歴（直近６か月以内）無，性風俗産業の利用歴（直近６か月以内）無） 

百日咳＝８件 

（１４歳女性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴４回） 

（１４歳男性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴不明） 

（１５歳男性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴不明） 

（１０歳女性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴不明） 

（１３歳男性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴不明） 

（１１歳男性，持続する咳，ワクチン接種歴４回） 

（１５歳男性，持続する咳、夜間の咳き込み，ワクチン接種歴４回） 

（１２歳男性，持続する咳，ワクチン接種歴４回） 

     ※ＣＯＶＩＤ－１９について，令和５年５月８日から定点把握疾病となった。 
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２ 定点把握 （※注：先月期：５週間・前年同月期：４週間での比較） 

⚫ 定点把握疾病のうち週報疾病（急性呼吸器感染症※，インフルエンザ／ＣＯＶＩＤ－１９定点，小

児科定点，眼科定点，基幹定点）は２，８４０件（９４６．７件／週）であった。【参考値：前月

期１，６４８件（３２９．６件／週）】 

※急性呼吸器感染症は第１５週から集計開始 

⚫ 定点把握疾病のうち月報疾病（ＳＴＤ定点，基幹定点）は，４６件（前月は５１件）だった。 

 

【前月期比または前年同月期比で，報告数の多かったあるいは増減が顕著だった疾患】 

疾病名 報告数 前月期比較（週あたり比） 前年同月期比較（週あたり比） 

インフルエンザ 
 

５２件  
（０．１７倍） 

※前月期は５０５件 
 

（０．２２倍） 

※前年同月期は３２２件 

ＣＯＶＩＤ－１９ 
 

５６件  
（０．７４倍） 

※前月期は３６７件 
 

（０．２６倍） 

※前年同月期は２８７件 

ＲＳウイルス 

感染症 
３６件 

 （０．６５倍） 

※前月期は９３件 
 

（１．０２倍） 

※前年同月期は４７件 

Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎 
１００件 

 （０．８９倍） 

※前月期は１８８件 
 

（０．７４倍） 

※前年同月期は１７９件 

感染性胃腸炎 １０８件  
（０．５７倍） 

※前月期は３１８件 
 

（１．８５倍） 

※前年同月期は７８件 

伝染性紅斑 ８０件 
 （１．０８倍） 

※前月期は１２３件 
 

（１０６．７倍） 

※前年同月期は１件 

※注：先月期：５週間・前年同月期：４週間での比較 

 

３ 警報，注意報   

１５週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮市、県西、県南、県北、安足地区、県全体） 

         流行性角結膜炎（県東地区） 

       注意報：なし 

１６週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮市、県西、県南、県北、安足地区、県全体） 

         流行性角結膜炎（県東地区）  

       注意報：なし 

１７週 警 報：伝染性紅斑（宇都宮市、県西、県南、県北、安足地区、県全体） 

      A群溶血性レンサ球菌咽頭炎（県北地区） 

     流行性角結膜炎（県東地区） 

       注意報：なし  

 


